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１．はじめに 

 潮流発電において，海中における装置表面への海洋生物の付

着や部材の腐食は，装置の耐久性や発電性能を維持する上で大

きな問題のひとつである．生物付着によるものでは，可動部で

あるローターの減速や熱交換器の効率低下などが懸念される．

本研究では，海底設置型の潮流発電装置のナセルとブレード材

の試験体を設置候補海域に浸漬し，海洋生物の付着防止のため

の防汚塗料，腐食防止のための重防食塗料の効果を検証する． 

２．五島周辺海域の概要 

 五島列島は福江島，久賀島，奈留島などが連なっており，こ

れらの島々の間には，図-1に示すように田ノ浦瀬戸や奈留瀬戸

と呼ばれる幅 1～3km，水深 40～70m の海域がある．

瀬戸の南北では大潮時に約0.5mの潮位差が生じ，

流速3.0m/sを超える潮流が引き起こされている．

図-2は，五島海域における年間水温変化である．

五島灘と比較して，奈留瀬戸内では 1～3℃低く

14～26℃である．なお，速い潮流の影響で海水面

から海底までの水温差はほとんど見られない． 

３．調査方法  

生物付着の試験体は，図-1 に示す奈留瀬戸内の水深 30ｍの海底に設置

した．表-1は浸漬した試験片の種類を示している．ナセルは鋼製，ブレー

ドはFRP製である．2015年3月に各種試験片を取付けた架台を設置し，2015

年 5，8，11 月，2016 年 2 月と四季ごとに順次引き揚げた．ローターの回

転により付着生物量が減少する可能性があるが，その影響はそれほど大き

くない（経塚ら，2014）ため，ここでは試験片を全て固定している． 

４．付着生物の特徴  

概要 図-3 に夏季の生物の付着状況を示す．外観観察した結果，この海域ではアカフジツボ，サンカクフ

ジツボなどのフジツボ類の付着が多く優先していた．これは，長崎県上五島での付着板浸漬試験や長崎県生月

町の海洋構造物への生物付着状況（経塚ら，2014）と同様の結果であった．春季調査では，珪藻類の他に，フ

ジツボ類として殻長が1cm前後の個体が数個体程度と殻長が1mm前後の小さい個体が多数付着していた程度で

あった．夏季調査では，フジツボ類の付着が多くみられ，コケムシ類，ヒドロ虫類及びホヤ類等の付着が観察

された．フジツボ類では，殻長が 1cm 前後のサンカクフジツボと 2～3cm のアカフジツボの個体が多く見られ，

春季から大きく成長していることがうかがえた．秋季，冬季調査では，夏季よりフジツボ類の付着が増加して

いたが，死亡している個体が多く見られ，個体の大きさとしては成長していなかった． 

ナセル本体 塗装なしの試験片①では，全面に腐食が進んで赤錆に覆われており，秋季調査においても付着 
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図-2 五島周辺海域の水温 
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図-1 調査地点と潮流発電装置 

表-1 浸漬した試験片 
部位 塗装

試験片① ナセル 塗料なし
試験片② ナセル 防食塗料
試験片③ ブレード 塗料なし

試験片④ ブレード
防汚塗料
海外シリコン系

試験片⑤ ブレード
防汚塗料
国内シリコン系

ブレード 
ナセル 
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生物の確認ができない状況であった．防食

塗装した試験片②では，腐食等は観察され

なかった． 

試験片②の夏季における生物の付着状況

を見ると，珪藻類の付着が最も広範囲であ

り，被度 60～70％であった．次いで被度と

して 30％程度のフジツボ類の付着やコケム

シ類やヒドロ虫類の付着が少々観察された．

フジツボ類では，殻長が 1cm 前後のサンカクフジツボと 2～3cm のアカフジツボの個体が多く見られた． 

防食塗料であるため防食効果は十分であったが，生物付着に対する防汚効果は小さいことが分かった．フジ

ツボ類は容易に引き剥がすことができないため，防食塗装ではメンテナンスが困難である（津田ら，2016）． 

ブレード材 塗装なしの試験片③では，春季調査では，珪藻類の他にフジツボ類として殻長が 1cm 前後の個

体が数個体程度と，殻長が 1mm 前後の小さい個体が多数付着していた程度であった．夏季調査では，被度 30％

程度のフジツボ類の付着がみられた．殻長が 1cm 前後のサンカクフジツボと 2～3cm のアカフジツボの個体が

多く見られ，春季から大きく成長していた．また，コケムシ類，ヒドロ虫類及びホヤ類等の付着が観察された．

秋季調査では，フジツボ類の付着が増加していたが，死亡している個体が多く見られ，個体の大きさとしては

成長しているとはいえない． 

海外シリコン系防汚塗料で塗装した試験片④は，生物の付着状況も少なく，珪藻の付着が主であり，他にヒ

ドロ虫類が少々付着している程度であった．強く固着するフジツボ類の付着は見られなかった．珪藻は，メン

テナンスにおいて高圧洗浄水の噴射（津田ら、2016）などによって容易に落とすことができる．国内シリコン

系防汚塗料で塗装した試験片⑤は，試験片④と同様に生物付着も少ない状況であった．シリコン系防汚塗料は，

両者とも防汚効果が大きいことが分かった． 

５．まとめ 

 五島・奈留瀬戸において潮流発電装置の海中に暴露される材料に対する付着生物調査を行った．ナセルの鋼

材は防食塗料の防食効果は見られたが，生物付着の観点からの防汚効果については課題が残っている．ブレー

ドの FRP 材は，海外・国内シリコン系防汚塗料の効果によりフジツボ等の付着は大幅に低減された． 
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図-4 生物付着状況（ブレード） 

 

 

 

 

 

 

図-3 生物付着状況（ナセル） 

塗装なし 防食塗装 
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